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1.序

1.1.研究の背景と目的 

今日、現代建築を最も代表する競技場建

築の目ざましい発展は、近代20世紀に入っ

てから登場したスポーツメガイベントとい

う新たな文化領域の場所としてその数が爆

発的に増加し、より多様な形態と機能を有

することになった結果である。現在の競技

場建築は、単なる建築領域を超えて、都市

空間における大きな象徴として都市発展の

拠点になっている。 

本研究は、現代社会にとって競技場建築

が持つ重要性に着目して従来の特定の競技

場建築に対する研究が多い状況のなか、都

市空間に存在する数多くの競技場がどの様

な過程によって今日の発展を成し遂げたの

か、そして、その発展過程には如何なる建

築的特徴があるのかを明らかにすることが

目的である。また、対象としてその競技場

建築における変化の様相と特徴を現すオリ

ンピック競技場の分析をしながら、建築的

観点による独自のオリンピック時期区分を

行うことで、時代の変遷の中での競技場の

設計手法の変化について考察する。それに

よって、これからの競技場建築の計画或い

は設計に当たって求められるあり方や新し

い役目に対するひとつの参考になると期待

される。 

1.2.研究の対象と範囲 

本研究の主な対象と範囲は、現在国際ス

ポーツイベントのなかで最も長い歴史を有

しながら、その影響力が世界的に認められ

ている夏季オリンピックの競技場建築と計

画案である。但し、論の展開に必要な場合

にはそれ以外の競技場建築も研究の対象に

含めた。 

1.3.研究の構成 

 第2章で古代競技場建築の基本特徴を分

析し、それに基づき第3章では、1896年第1

回大会から2012年第30回大会までの競技場

建築を最も代表するオリンピックメインス

タジアムを中心に分析を行った。そしてそ

の特徴と分類の結果に基づき建築的観点か

らオリンピック時期区分を行い、結果とし

て全５段階に分けてそれぞれの特徴を表し

た。第4章では、そのなかで特に特徴と変

化が著しい近年３つの時期を代表する大会

を２つずつ取り上げ、競技場建築と計画を

より詳しく比較・分析することでこれまで

の特徴と論理を明確にした。 

本研究は、夏季オリンピック全大会の公

式 報 告 書 (Summer Olympics official 

report)1) 総28巻に記載されている競技場

の記録と情報、設計意図の内容を基本資料

としながら、各大会や特定競技場に関する

個別の書籍や資料を参考にして対象の分析

と論の展開を行った。 

2.オリンピック以前の競技場建築の特徴 

 競技場建築の形成には歴史的な経緯があ

り、文献からこれを分析すると今の特徴が

より明確になる。その結果は【表1】のよ

うになる。 

【表1.オリンピック以前の競技場建築の特徴】

 



3.オリンピックの時期区分と建築的特徴 

 第3章ではオリンピックメインスタジア

ムを中心に分析を行い、オリンピックを５

つの時期に分けてそれぞれの特徴を表した。 

3.1.オリンピック形成期（1896～1908） 

1896年アテネで近代オリンピック第1回

大会が再興してから1908年第4回ロンドン

大会までを「オリンピックの形成期」と区

分する。この時期の競技場建築の主な特徴

としては、既存競技場の再利用、万国博覧

会の付属競技会として開催、近代競技場建

築様式の登場である。オリンピックの初期

には国際大会としての認知度の低さや財政

的な問題によって独立した専用競技場では

なく、万国博覧会の一環として都市の所々

に分散されていた既存の施設を改修して利

用するものが多かった。そして1908年ロン

ドン大会で最初のオリンピック専用競技場

であるホワイトシティスタジアム（White 

City Stadium）が登場した。 

3.2.オリンピック確立期（1912～1928） 

この時代は、オリンピック大会と競技場

の形が確立された時期である。主な特徴と

しては、典型的スタジアムの確立、スタジ

アムにおける古典主義デザインの表現、オ

リンピック競技場群の形成である。オリン

ピックスタジアムの典型を確立したのは19

12年第5回ストックホルムメインスタジア

ムである。前回の初期型に比べ、競技場が

一つの建築物として地域の伝統を活かした

様式や材料でデザインが行われた。また、

この時期に登場する意匠的・機能的なタワ

ーは、競技場建築における象徴的な表現の

誕生を意味していた。特にスタジアムから

は、古代或いは中世時代風の古典主義様式

が現れ、全体の形や装飾、建築材料などに

よって表現された。このような傾向は1920

年代前後の一般的な競技場建築の特徴でも

ある。この時期でもう一つ確立したことは、

競技場群の形成である。従来の所々に分散

されていた競技場が徐々に群集化されるこ

とで大会の運営・管理・利用上の効率性が

向上した。これは、オリンピックにおいて

都市レベルの計画の登場を意味する。 

3.3.オリンピック拡大期（1932～1960） 

先進国における覇権争いのなか、競技場

建築の発展は、国際社会においてオリンピ

ックがメガイベントとして拡大するきっか

けになる。その具体的な特徴としては、オ

リンピックの商業化、競技場建築の巨大化、

オリンピックパークの登場である。 

 
【図1.歴代オリンピックスタジアム収容可能人員】 

 

この時期は、1932年第10回ロサンゼルス

大会と1936年第11回ベルリン大会のメイン

スタジアムが代表例になる。【図1】のよ

うに、この時期のスタジアムから基本的に

収容人員が10万人を超えることになる。つ

まり、古代ローマ時代の円形競技場以後再

び競技場建築が巨大化したことを意味する

が、それは、同時にその空間の豊かさに繋

がる。既に群集化されている施設群のなか

で、スタジアムの空間がオリンピック領域

を繋げる拠点として工夫され始めた。また、

競技場建築が都市空間のなかでその存在感

が大きくなるに従って登場したのがオリン

ピックパーク(Olympic Park)である。従来

の競技場群がただの効率化のための集まり

だったのに対し、オリンピックパークは都

市の文脈と市民の生活を考慮した計画であ

る。1932年ロサンゼルス大会から本格的に

計画されたオリンピックパークは、オリン

ピックによる都市開発的な戦略、市民運動

公園、国際イベントとしての商業的・文化

的な価値創出が融合された結果である。 
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【表2.オリンピック時期別メインスタジアム競技場の構成要素と特徴分析】 

3.4.オリンピック発展期（1964～1992） 

オリンピック開催において世界的に誘致

争いが激しくなって行くなか、戦後さらに

発達した建築工学技術とデザイン意識の高

揚の傾向が組み合わされて、競技場建築は

目ざましい発展を遂げる。これまでは、競

技場の規模と対称の荘厳な形が重視された

が、発展期からは従来にはできなかった競

技場の構成要素がデザインの手段として表

現されはじめる。非対称形(Asymmetric s

hape)の観覧スタンドデザインや構造技術

に基づいた屋根の構造表現が一般的に行わ

れるようになった。このような競技場建築

の重要な構成要素の変化と発展は、競技場

全体の形と機能の多様化に繋がった。さら

に、1972年ミュンヘン大会や1976年モン

トリオール大会のメインスタジアムなどで

見られるように、スタジアムと他の競技場、

広場、道路、緑地空間がランドスケープデ

ザインとして一体化されるようになった。 

3.5.オリンピック転換期（1996～2012 ） 

現在はオリンピックにおいて、特別な形

や規模、象徴性、経済性など従来までの主

要概念を超えて、次世代も活用できる遺産

(Olympic Legacy)としての役割が本格的に

求められる時期である。従って、競技場建

築においても従来のデザインにおける象徴

的な表現や美しさよりは、機能的で環境に 

やさしいながら大会終了後の利用可能性が

主な条件としてあげられるようになった。 

1996年アトランタ大会のメインスタジアム

を始め、2000年シドニー大会、2012年ロン

ドン大会のメインスタジアムなどの現代競

技場は、計画当初から大会後の使い方や規

模の変更のことを念頭にデザインされた。 

3.6.まとめ 

以上、競技場建築を代表するオリンピッ

クメインスタジアムの変化の様相と構成要

素を分析し特徴付けることで、発展過程の

把握とオリンピック時期別の特徴を明らか

にした。【表2】は歴代メインスタジアム

を分析した結果に基づき、その特徴を配置

類型、構成要素、表現要素に分けて分類し

たものである。競技場建築はそれが登場し

た時代的背景と環境によって、異なるデザ

イン要素と設計手法が重視されながら、形

と特徴を形成して来たことが分かった。 

4.主要時期における具体例の考察 

第4章では、特徴が著しい近年３つの時

期に当る大会の中で２つずつを取り上げ、

詳しい分析を行うことで変遷過程を明らか

にした。 

4.1.拡大期（1936 Berlin/1940 Tokyo） 

オリンピック拡大期を代表する1936年

ベルリン大会と返上された1940年東京大

会計画案は都市象徴の拠点としてのオリン

ピックだった。競技場設計において主に象

徴性を活かすための工夫がされており、競

技場の規模と古典様式、競技場群の構成方

式によって表現された。特にスタジアムと

広場、道路などを中心とする空間軸の形成

は、象徴性の表現の主な手法となっている。



このようなオリンピックパークの空間構成

は当時の国家価値観や政治的な思想はとも

かく、競技場建築における空間表現の可能

性をより高めたのである。 

4.2.発展期（1964 Tokyo/1972 Munich） 

 オリンピック発展期を代表する1964年

東京大会と1972年ミュンヘン大会は、都

市形成と発展の足掛かりとしてのオリンピ

ックである。即ち、従来の象徴性や見世物

としての競技場建築ではなく、機能と技術

に基づいた様々なデザイン表現が目的であ

った。構造原理と造形の調和は競技場建築

にとって機能・構造・表現が一体化を意味

した。そのような傾向はオリンピックにお

ける新たな象徴として位置付けられた。ま

た、既存都市の文脈を考慮して複数に計画

されたオリンピックパーク(Poly-cluster)

は、場所に相応しいランドスケープデザイ

ンとそれらを繋ぐためのインフラの整備を

もたらした。このような計画方式は、オリ

ンピックによる都市開発の新たな可能性を

提示している。 

4.3.転換期（2000 Sydney/2012 London） 

オリンピック発展期を代表する2000年シ

ドニー大会と2012年ロンドン大会は、もは

やオリンピックを一回性のイベントに終わ

らせることなく、長期的な開発計画と競技

場の活用による地域全体の活性化や発展が 

重要な概念となった。建築における仮設性 

と可変性を活かし、競技場に恒久的・臨時

的な性格を共に与えることで、巨大な建築 

がより身近な施設として変わりはじめた。

また、オリンピックパークにおいても段階

的ゾーニングと変化による都市再生的な計

画は、オリンピックのためのまち造りでは

なく、まちのためのオリンピック創りとい

う新たな考え方を実現している。 

4.4.まとめ 

建築的な観点から区分したオリンピック

の全５段階のなかで最も特徴的である後期

３段階を分析してまとめたのが【表3】で

ある。各時期は競技場のデザインやマスタ

ープランにおいて、それぞれ異なる概念と

都市的な意味をもっていたことが分かった。

そして、そのような設計思想は表現手法と

空間の構成方式に繋がり、各時期を代表す

る競技場建築とオリンピックパークとして

表されたのである。 

5.結 

本研究では、オリンピックが再興してか

らおよそ120年掛けて姿を変容して来た事

実に基づき、オリンピック競技場を建築的

観点から形成期・確立期・拡大期・発展

期・転換期の５段階に区分して特徴付ける

ことによって、競技場建築におけるその変

遷過程と時期別の特徴を考察できた。 

今後、我々は引き続き新しい競技場建築

を創るに当たって、今まで発展及び蓄積さ

れたものを活かして、素晴らしいランドマ

ークを世の中に残すことも勿論大事である

が、その巨大な建築が置かれる環境や状況、

そしてこれから10年・20年後までを考慮し

た上で、時代の要求に充分に答えられるよ

うなものを創らなければならないだろう。 

【表3.オリンピック主要三時期の競技場における変化様相と特徴の比較分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


